


















[ 1 J ich weiz wol daz er m註heilesgan CaH. 741) 
(彼が私に幸福を望んでいることを私はよく知っている〉




[3J daz erhorte. der ir vreude storte CaH. 1221・1222)
〈彼女の喜びをこわすことになる人が，それを聞いた〉
この場合も，関係節を受ける指示代名詞が置かれることがある。
[ 4 J in duhte do daz niht guot 坐~er gedaht hate… CaH.1236・1237)
(彼が考えていたことは，彼にはその時よくないと思われた〉













si wessa thoh， thaz iru thiu sin guati nirzigi， thes siu bati (Otfrid I， 8， 23) 
(彼女は彼(=神〉の慈悲が彼女が願うことを拒まないことを知っていた〉
do hiez der kunic kunden den jegern uz erkorn daz er enbizen wolde (Nib. 944， 1) 
(国王はすぐれた狩り手たちに，自分は食事をしたいということを伝えさせた〉
(2)対格目的語をとる Haben，Tun， Bewirken， Geben，"またはその反対を意味する動詞の目的
語として
er deta. thaz halze liafun (Otfrid IIL L 13) 
〈彼は足の不自由な人が走るようにした〉
nu sca宜'etdaz man trage gesteine uns uf den scilden (Nib. 358， 2) 
(宝石類を楯にのせて，私たちのところに運ばすようにしなさい〉
(3)主語として
in quam tho i:r githahti， thaz man imo iz brahti (Ot企idV， 6，64) 
(彼にそれを持って行くということが彼らに考えついた〉
waz half in daz町恒inecwas (Nib. 1982，4) 
(彼が王であることは彼には何の役にも立たなかった〉
(4)属格の補足語を必要とする動詞の補足語として。これは Behaghel( 1928: 130)によれば¥
対格目的語としての用法に範をとったものである。





wanana ist iz， thaz ih es wirdig bin (Otfrid 1， 5， 35) 
(何故に私はそのことにふさわしいのでしょうか〉















[5J waz vrumet daz ichz iu kunt tuo? (aH. 197) 
(私があなたにそれを知らせることがどれほど役に立つだろうか〉




[ 7 J ouch half in sere daz diu kint so lihte ze wenenne s血t.CaH. 333f.) 
(また，子供たちを慣らすのがたいへん容易であるということが彼にたいへん役立つた〉
次の例は，副文が先行詞を兼ねる関係代名詞に導かれている例である(九




[9J wan du s包hewol hie vor daz hoch offen stuont min tor …CaH. 385-386) 
(なぜなら，あなたはここで私の門が広く開いているのを十分に見ていたから〉




[llJ also saget uns daz mare， daz der lode ware aler loden lengest (H. 391-392) 
(その羊毛の布は，あらゆる布の中で最も長かったと言われている〉
[12J und name ein rehter hoveman dem geburen立笠 erie gewan (H.345-346) 
(そして本当の武士が百姓から彼が持っているものを取るとすれば〉
(2)属格支配の動詞とともに
[13 J sine tohter die bater daz si die rede lieze (aH. 568-569) 
(彼は娘にその話をやめることを命じた〉
[14J…jahen si beidiu do daz si der rede waren vro (aH. 901-902) 
(彼らは二人とも彼女の話を喜んでいると言った〉
[ 15 J a1so man im j ach， daz man helt deheinen nie so sc田nengesach (Nib. 286， 3-4) 
(人がこれほど美しい勇士は見たことがないと言うほど〉






[17J ez ist gewisse sin gebot daz ich iu si undertan (aH.816-817) 
(私があなた方に従うことはたしかに彼(=神〉の命令です〉
[18J dem muezez sin geklaget daz ich unz morgen leben sol (aH. 706司707)
(私が明日まで生きなければならないことが彼(=神に〉嘆き訴えられますように〉
[19 J in daz wart geseit， daz ez der kunec ware (Nib. 193， 3-4) 
(それは王であるということが彼らに言われた時〉
[20 J under minen genozen ist ez se1ten geschehen 虫~ich ze hove han gesehen (H. 936-938) 
(私の仲間の間では，私が宮廷で見たことはめったに起こらなかった〉







[22J ez tate dinem herzen we， soldestu ob minem grabe stan. (aH. 846-847) 
(もしあなたが私の墓の上に立つとしたら，それはあなたの心に痛みをなす〉
(2)副文が代名詞に先行する
[23 J daz din vat町 undeich geme leben， daz ist durch dich. (aH. 651・652)
(お前の父と私が喜んで生きるのはお前のためだ〉
[24J控室互jochder maget tohte， daz wart vil schiere bereit (aH. 1020-1021) 
(その乙女にふさわしいものは何でもすぐに用意された〉
[25J ~旦 nû der blic verleitet， der ist zer helle gebom und enhat niht verlom …(aH. 732-734) 
(その輝きが惑わす者は誰でも地獄へと生まれ，そして何も失わない〉
[26J ~ ligen kan der ist gemeit (H. 1007) 
(嘘をつくことができる人は優れている〉




[28J er …geheizet daz ze miete daz der sele genist werde und lanclip uf der erde. (aH. 
641・646)
〈彼は，魂の救いそしてこの世における長生きが与えられることを報酬として約束する〉
[29 J ez kleit dehein gebure niht 控室~dir da ze leide geschiht (H. 343・344)
〈お前にどんなひどいことが起こっても百姓は誰も嘆かない〉
以下は接続詞のない副文を受ける例である。
[30 J und mohtestu daz erwerben， du lebetest gemer dannoch (aH. 582・583)
〈もしあなたがそれにもかかわらずより生きたいということを成し遂げられるとすれば〉
[31J Daz wizzet sicherlichen， sisoldenz wol bewam (Nib. 445， 1) 
(彼らがそれをしないようにすることをあなた方は確実に知っておかねばならない〉
(2)副文が代名調に先行する
[32J盟主主 sidir beide raten， liebe gemahel， daz tuo. (aH. 966・967)
(愛しい奥方様，彼ら二人があなたにすすめることを何でもしなさい〉




[34J daz ir mich habt gesendet， daz sult ir Pru凶lIldesagen (Nib. 481， 4) 
〈あなたが私を遣わしたとプリュンヒルトに言ってください〉
次例は接続詞のない副文を受ける例である。




[36 J in sinem herzen er des j ach daz sch田nerkreatiure al der werlte ware tiure (aH. 
1198・1200)
(彼は彼の心の中でより美しい娘はこの世にいないと言った〉
[37J ich wil des mit warheit jehen， daz ich bi dem selben knaben den wiben h白 u曲 oheerhaben 
(H. 208-210) 
(私はほんとうに，その若者といっしょにいると女たちに重んじられないと言いたい〉
[38J die muosen in des jehen， daz si zer werlde heten bezzers niht gesehen (Nib. 370， 1-2) 
〈彼らはこの世でそれ以上よいものを見たことがないと言わざるを得なかった〉
(2)副文が代名詞に先行する
[39J sw笠 dirregebure gerne tete， des duhte sinen herren genuoc (aH. 276・277)
(この農民が喜んでしたことは何でも彼の主人には十分に思われた〉
[40J daz si sich ein teil noch baz bedahte， des bater. (aH. 960・961)
(彼女がなお十分によりよく考えることを彼は頼んだ〉
次例は指示代名詞が接続詞のない副文を受ける例である。












[ 43 J Des waren si bereite，恕箪 ersiloben hiez (Nib. 387， 1) 
(彼が彼らに約束させたものをすべて彼らは整えた〉
次例は指示代名詞が接続詞のない副文を受ける例である。
[44J daz des dehein rat ist， du enmuezest ersterben (aH.580・581)
(お前が死ななければならないということから逃げる道はないという…〉
(2)副文が代名詞に先行する
[45J und昼azder maget tohte zuo ir kintlichen spil: des gap ir der herre vil. (aH. 330-332) 
(この乙女にとって彼女の子供らしい遊びに役立つものの多くを主人は彼女に与えた〉




[47J ich enbin nu niht muezic dar zuo daz ich iu iht uf卸o. CaH. 1260-1262) 
〈私は今あなたにあける暇はない〉




[49 J diu hovewise ist herte den単呈 irvon kindes lit habent niht gevolget mit CH. 244-246) 
(宮廷の暮らしは，それに子供の時から慣れていない人には従うのが困難だ〉
[50 J des het er geme wandel， do in der scherge machet zam，盤町 wibenie genam CH. 
680幽682)
(役人が彼をおとなしくさせるとき，彼はかつて女たちから奪ったものをよろこんで償う。〉







[52J 主主主主 denkumet in den muot，… dar zuo ist in allen gach (aH. 951・953)
(彼らの心に入ってくることは何でも，それへと彼らは皆急ぐ〉




[54J ez ist mir komen uf daz zi1， des ich got iemer 10ben wi1 (aH. 607-608) 
(私はその時まで来たが，その点で私は神をいつまでも称賛するつもりだ〉
3.接近可能性の階層







The generalization thus has a functiona1 basis: the more di旺iculta position is to re1ativize， the 















ないこと ([5}"'''[8Jおよび[9J--[12])も置くこと([17J--[27Jおよび[28J --[35 ])もあ
る。
(2)副文が属格支配の動詞の目的語のはたらきをしている場合，代名詞を置かないこと






















si giht， mich habe gekebset 罰金白 irman CNib. 853， 3) 
(彼女は自分の夫のジーフリトが自分を側室にしたと言っている〉








er …unde hete， so man saget， under den eine maget， ein kint von ahte jaren (aH. 297・303)
(人が言うところでは，彼は彼らの中に八歳になるひとりの女の子を持っていた〉











Es stehen die das Vorhergehende aufnehmenden Satzglieder vor den nichtaufnehmenden， d.h. 
es stehen die atlen Begriffe vor den neuen. 
(前に出てきたことを受ける文肢はそうではない文肢の前に置かれる。すなわち古い概
念が新しし、概念に先行する〉




そして， Sが topicとして機能することもきわめて一般的である。たとえば，典型的な SVX
型言語である英語については Quirket al. (1985: 79)に，次のように述べられている。
. the su吋ectis often desαibed as the constituent defining the topic of the sentence -that 
which the sentence is 'about' and which it presupposes as its point of departure; 
ところで，中高ドイツ語は， SXV型にも SVX型にも属さなl:-.。たとえば中高ドイツ語で
は，






mir hant die liute misseseit: daz han ich selbe wol ersehen CaH. 1312-1313) 
〈人々は私に嘘をついた。そのことを私は自分でよく見た〉





















uns町 bluomeder muoz vallen CaH. 110) 
〈私たちの花は散らねばならない〉
















































れば， ここで挙げた例のように関係節が要求する格に一致することもある (Paul/ Wiehl / 
Grosse， 1989: 416)。




(6) swer / swazは，名詞的用法でのみ用いられる (Paul/ Wiehl / Grosse， 1989: 375)。
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